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申込み、問合せは
各支部技術担当者へ
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今
年
4
月
に
働
き
方
改
革
関
連

法
が
施
行
に
な
り
ま
し
た
。
改
正

点
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
そ

の
中
で
「
年
最
低
5
日
の
有
給
休

暇
の
取
得
義
務
化
」に
つ
い
て
は
、

建
設
業
界
に
と
っ
て
最
も
注
意
す

べ
き
事
項
で
す
。
企
業
規
模
や
業

種
に
よ
り
施
行
が
猶
予
さ
れ
て
い

る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
有

休
取
得
の
義
務
化
は
そ
れ
ら
に
関

係
な
く
、
今
年

4
月
1
日
よ
り

猶
予
な
く
施
行

さ
れ
て
い
る
た

め
、
建
設
業
界

に
お
い
て
も
迅

速
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か

ら
で
す
。

こ
の
改
正
に
よ
り
、
有
給
休
暇

取
得
の
概
念
は
今
ま
で
と
全
く
変

わ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
労
働
者
の
サ
イ
ド
か
ら

見
る
と
、
休
ま
な
い
こ
と
が
美
徳

や
勤
勉
な
の
で
は
な
く
一
定
数
の

休
み
を
取
る
こ
と
、
使
用
者
の
サ

イ
ド
か
ら
見
る
と
、
一
定
数
の
休

み
を
取
ら
せ
る
こ
と
が
義
務
に
な

り
、
こ
れ
に
反
す
る
と
使
用
者
は

罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

使
用
者
、
労
働
者
共
に
有
給
休
暇

取
得
に
対
す
る
考
え
方
を
大
幅
に

転
換
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

使
用
者
と
し
て
は
、
こ
の
有
休

取
得
義
務
を
果
た
す
た
め
に
、
法

律
で
作
成
が
規
定
さ
れ
て
い
る

「
年
次
有
給
休
暇
管
理
簿
」
を
し

っ
か
り
と
管
理
し
て
、
全
労
働
者

の
有
休
取
得
状
態
を
注
意
深
く
チ

ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
。
特
に
有
給
休

暇
付
与
の
基
準
日
ま
で
残
り
半
年

を
過
ぎ
た
ら
有
休

消
化
状
況
の
悪
い

労
働
者
に
は
有
休

取
得
を
促
し
、
期

限
ぎ
り
ぎ
り
に
な

っ
て
多
く
の
労
働

者
の
有
休
取
得
日
が
重
な
ら
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
が
労
務
管
理
上

大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

注
意
す
べ
き
点
は
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者
な
ど
所
定
労
働
日
数

が
少
な
く
て
も
、
勤
続
年
数
に
よ

り
年
間
10
日
以
上
の
年
次
有
給
休

暇
が
付
与
さ
れ
る
労
働
者
は
、
こ

の
年
次
有
給
休
暇
取
得
義
務
の
対

象
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

有
休
の
取
得
で
労
働
者
を
休
ま

せ
る
こ
と
は
使
用
者
に
と
っ
て
マ

イ
ナ
ス
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
む
し
ろ
、
単
な
る
労
働
者
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
留
ま
ら
ず
、
健

康
の
増
進
等
労
務
管
理
の
観
点
で

は
プ
ラ
ス
の
面
も
多
い
の
で
す
。

社
会
保
険
労
務
士

楠
原

正
和

楠原さん

10
月
5
・
6
日
の
2
日
間
、東
京

都
と
㈳
東
京
都
木
材
団
体
連
合
会

の
主
催
で
「
木
と
暮
し
の
ふ
れ
あ

い
展
」
が
都
立
木
場
公
園
イ
ベ
ン

ト
広
場
に
て
開
催
さ
れ
、
延
べ
7

万
人
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
で
39
回
目
を
迎
え
る
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
都
民
に
向
け
て
木

と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
「
木
の

ぬ
く
も
り
・
や
わ
ら
か
さ
」や「
森

の
大
切
さ
」
を
知
っ
て
も
ら
い
、

身
近
な
暮
し
の
中
で
木
を
使
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
会
場
で
は
木
材
に
関
わ
る
多

く
の
団
体
が
、
東
京
の
木
・
多
摩

産
材
に
加
え
、
日
本
各
地
の
木
材

を
そ
ろ
え
て
、
木
と
ふ
れ
あ
う
木

工
作
な
ど
の
体
験
や
木
製
品
の
展

示
販
売
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

東
京
都
連
で
は
子
供
木
工
教
室

や
自
由
工
作
、
か
ざ
ぐ
る
ま
、
端

材
配
布
、
住
宅
相
談
な
ど
を
行
な

い
、
73
人
（
う
ち
東
京
土
建
は
墨

田
・
江
東
支
部
を
中
心
に
33
人
）

が
協
力
参
加
。
両
日
で
約
1
0
0

0
人
の
来
場
者
が
あ
り
、
住
宅
相

談
も
3
件
受
け
付
け
ま
し
た
。

取
材
し
た
2
日
目
は
、
あ
い
に

く
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
木
工
教

室
は
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
大
人

気
。
並
ん
で
い
た
人
に
話
を
う
か

が
う
と
、
「
昨
年
も
来
た
が
、
欲

し
い
も
の
を
教
え
て
も
ら
い
な
が

ら
作
れ
る
し
、
子
ど
も
も
喜
ぶ
の

で
」
「
チ
ラ
シ
を
見
て
初
め
て
来

た
。
椅
子
の
キ
ッ
ト
の
ほ
か
に
好

き
な
も
の
も
作
れ
る
よ
う
な
の

で
、
こ
れ
か
ら
は
毎
年
来
た
い
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

釘を打つ表情は真剣そのもの

【
作
業
主
任
者
】

足
場
の
組
立
て
11
月
19
日
〜
20
日

（
火
水
）
池
袋
、
1
万
1
千
円

鉄
骨
の
組
立
て
11
月
5
日
〜
6
日

（
火
水
）
池
袋
、
1
万
1
千
円

有
機
溶
剤
（
塗
料
・
シ
ン
ナ
ー
に

含
有
の
エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
や
塗
料

剥
離
剤
の
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
で
も

必
要
に
）
11
月
7
日
〜
8
日
（
木

金
）
池
袋
、
1
万
1
千
円

【
特
別
教
育
な
ど
】

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
①
11
月

9
日
〜
10
日
（
土
日
）
足
立
支
部

会
館
、
②
11
月
16
日
〜
17
日
（
土

日
）
練
馬
支
部
会
館
、
1
万
4
千

円足
場
①
11
月
6
日
（
水
）
池
袋
、

②
20
年
1
月
16
日
（
木
）
池
袋
、

7
千
円

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
①
11
月
3
日（
日
）

目
黒
支
部
会
館
、
②
11
月
17
日

（
日
）
板
橋
支
部
会
館
、
③
11
月

24
日
（
日
）
杉
並
支
部
会
館
、
④

12
月
1
日（
日
）町
田
支
部
会
館
、

⑤
12
月
17
日
（
火
）
池
袋
、
8
千

円石
綿
11
月
12
日
午
後（
火
）池
袋
、

4
2
0
0
円
、
自
由
研
削
砥
石
・

丸
の
こ
・
熱
中
症
と
3
日
間
連
続

セ
ッ
ト
割
引
1
万
7
2
0
0
円

自
由
研
削
砥
石
11
月
13
日
（
水
）

池
袋
、
7
5
0
0
円

丸
の
こ
・
熱
中
症
11
月
14
日（
木
）

池
袋
、
7
5
0
0
円
、
丸
の
こ
の

み
4
8
0
0
円
、
熱
中
症
の
み
3

3
0
0
円
、
自
由
研
削
砥
石
と
2

日
間
セ
ッ
ト
割
引
1
万
4
千
円

【
建
設
機
械
】

玉
掛
11
月
22
日
〜
24
日
（
金
土

日
）
足
立
支
部
会
館
、
2
万
1
千

円【
事
業
所
向
け
】

新
入
職
者
教
育
（
法
定
の
「
雇
入

れ
時
教
育
」
の
一
部
と
、
足
場
特

別
教
育
・
熱
中
症
の
2
つ
の
特
別

教
育
を
実
施
）
11
月
5
日
〜
6
日

（
火
水
）
池
袋
、
9
3
0
0
円

【
建
築
士
講
習
】
（
東
京
土
建
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

建
築
士
定
期
講
習
①
11
月
22
日

（
金
）
池
袋
、
②
12
月
12
日
（
木
）

池
袋
、
1
万
円

管
理
建
築
士
講
習
（
建
築
士
事
務

所
で
管
理
建
築
士
と
な
る
予
定
・

将
来
見
込
の
方
）
12
月
11
日
（
水
）

池
袋
、
1
万
2
千
円

◆
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
2

級
・
1
級
建
築
士
と
2
級
・
1
級

施
工
管
理
技
士
の
準
備
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
来
年
、
組
合
員

で
講
師
が
可
能
な
方
は
技
術
研
修

セ
ン
タ
ー
（
☎
5
9
5
0
―
1
7

7
1
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

大
工
（
請
負
）

下
館
康
男
（
小
平
東
村
山
支
部
）

☎
0
9
0
―
2
7
5
6
―
7
3
8
5

シ
ー
リ
ン
グ
、
防
水
（
正
規
）

Ｏ
Ｓ
シ
ー
ル
（
大
田
支
部
）

☎
0
9
0
―
1
4
6
5
―
2
9
6
2

鍛
冶
工
（
正
規
）

小
倉
工
業
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
9
0
―
6
9
2
9
―
2
9
5
6

造
作
大
工
（
短
期
）

㈲
啓
工
務
店
（
大
田
支
部
）

☎
3
7
2
9
―
1
4
5
0

内
装
（
正
規
・
短
期
・
請
負
）

㈱
シ
テ
ィ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
多
摩
西

部
支
部
）

☎
0
4
2
―
5
1
9
―
4
6
9
3

樋
・
板
金
工
事
及
び
現
場
管
理
（
正
規

・
請
負
）

㈱
Ｋ
＆
Ｋ
外
装
（
小
平
東
村
山
支
部
）

☎
0
4
2
―
4
5
1
―
9
8
3
7

石
工
事
、
石
工
事
監
督
（
正
規
）

㈱
岡
村
骨
材
（
三
鷹
武
蔵
野
支
部
）

☎
0
4
2
2
―
4
6
―
9
2
9
2

山
留
鍛
冶
（
正
規
）

共
立
鋼
機
㈱
（
江
東
支
部
）

☎
0
4
7
―
3
9
8
―
7
9
1
4

左
官
、
現
場
管
理
（
正
規
・
請
負
）

㈱
貴
昇
（
府
中
国
立
支
部
）

☎
0
4
2
―
4
0
5
―
9
9
2
7

設
備
全
般
〈
配
管
〉
（
正
規
）

㈱
旭
管
工
（
品
川
支
部
）

☎
6
3
2
2
―
5
6
6
6

造
作
大
工
（
正
規
）

㈱
Ｓ
―
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
（
練
馬
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
6
9
7
―
2
9
5
2

解
体
（
正
規
）

神
永
解
体
（
足
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
8
0
0
3
―
7
1
1
4

電
工
（
正
規
・
短
期
・
請
負
）

㈱
ウ
チ
ダ
（
足
立
支
部
）

☎
3
8
5
4
―
4
8
2
4

通
信
設
備
（
正
規
）

東
新
電
話
㈱
（
足
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
4
5
3
9
―
5
8
1
4

建
築
金
物
取
付
（
正
規
）

豊
四
季
（
江
戸
川
支
部
）

☎
6
7
5
5
―
1
9
6
6

タ
イ
ル
（
正
規
）

石
塚
タ
イ
ル
（
葛
飾
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
9
1
6
―
0
0
8
0

大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
、
巡
回
清
掃（
正
規
・
短
期
・
請
負
）

㈱
キ
ャ
ラ
バ
ン
（
新
宿
支
部
）

☎
5
9
1
7
―
0
3
3
5

鋼
構
造
物
工
事
業
、
自
社
製
品
現
場
調

査
（
正
規
）

㈲
島
津
テ
ク
ノ
ス
（
文
京
支
部
）

☎
5
2
8
3
―
5
2
7
1

と
び
、
鉄
骨
工
（
正
規
）

㈲
ひ
ろ
建
（
足
立
支
部
）

☎
3
8
9
6
―
5
8
1
0

型
枠
大
工
（
正
規
）

㈱
明
樹
工
務
店
（
足
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
2
4
9
8
―
9
2
2
5

防
水
全
般
（
正
規
・
請
負
）

㈱
み
つ
わ
巧
芸
（
足
立
支
部
）

☎
3
8
5
6
―
4
0
5
1

「労災は人災」と話す中部低建協会長

10
月
10
日
、
東
京
労
働
局
・
東

京
木
造
家
屋
等
低
層
住
宅
建
築
工

事
安
全
対
策
協
議
会
（
以
下
「
低

建
協
」
）
の
共
催
で
、
事
業
者
・

現
場
管
理
者
向
け
2
0
1
9
年
度

「
労
務
安
全
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」

が
九
段
第
3
合
同
庁
舎
11
階
で
開

催
。
全
建
総
連
や
大
手
住
宅
企
業

な
ど
か
ら
約
1
0
0
人
（
内
東
京

土
建
15
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

低
建
協
の
中
部
会
長
に
よ
る

「
労
働
災
害
と
い
う
の
は
人
災
。

ゼ
ロ
に
し
よ
う
と
思
え
ば
ゼ
ロ
に

で
き
ま
す
」
と
の
力
強
い
あ
い
さ

つ
で
始
ま
り
、
新
宿
木
建
協
、
南

多
摩
低
建
協
、
三
鷹
低
安
協
の
活

動
状
況
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

休
憩
を
は
さ
み
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
労

働
災
害
と
事
業
者
の
責
任
」
が
上

映
さ
れ
た
後
、
労
働
基
準
部
安
全

課
の
大
木
副
主
任
安
全
専
門
官
よ

り
、
「
建
設
業
の
労
働
災
害
防
止

対
策
に
つ
い
て
」の
説
明
が
あ
り
、

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
仲
間
か
ら
は
、
「
労

災
事
故
の
発
生
状
況
な
ど
の
細
か

い
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
話
し
て
く

れ
る
の
で
た
め
に
な
る
」「
知
っ
て

い
る
と
知
ら
な
い
と
で
は
全
然
違

う
」と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

労災ゼロにできる

木と暮しの
ふれあい展

木
工
教
室
に
は
行
列

事故防止対策を学ぶ

墨
田
、江
東
の
仲
間
が
協
力

労
務
安
全

セ
ミ
ナ
ー

46

年
５
日
の
有
休
義
務
化

パ
ー
ト
も
勤
続
年
数
で
対
象
に


